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日本列島の古人骨集団を試料と し、 四肢の

主 要関節の変形性関節症性変化を調査し た

使用した試料は、弥生時代(紀元前 5 世紀

紀元後 3 世紀)の農耕民である北部九州/山

口地域人骨(152個体)お よび漁労民の西北 九

州地域人骨(132個 体)、北海道とサハリン出

土の 5 ~ 12世紀の海獣狩猟 ・漁 労民であるオ

ホーツク文化人骨(90個体)、神奈川県鎌倉

市出土の中世(12 ~ 14世紀)の都市住民であ

る鎌倉人骨(163個体)、そして沖縄県久米島

町で出土し た近 世(17 ~ 19世紀)の農耕民の

久米島人骨(99個体)の 5 集団であり、すべ

て成人個 体 を対象とした

Bridges (1991) の重 症度分類 を基に、四肢

6 関節 における骨赫形成を調べ、重症度 3 以

上を 変形性関節症性変 化とした 。 粗擢患率を

比較したところ、オホーツク文化人骨集団で

は肘関節(32.0% )と膝関節(24.2% )が、久米

島集団では肩関節(34.8% )と股関節(43.0% ) 

が高く、中世鎌倉集団でも、肩関節(24.8% ) 



と股関節(25.5% )が高かった 。 オホーツク文

化人骨集団は、タン パク質摂取における海生

晴乳類と魚類への依存が格段に高く、そ のた

め、その生業において多くの関節の屈伸動作

を必要とし、とくに肘および膝に重度な変形

性関節症性変化を引き起こした可能 性がある

方 、 北部九州、1/山口地域および西北九州地

域の弥生人骨集団では、股関節などに加えて

手関節が高頻度である(各々 29.9% 、 27.0% ) 

これは石包丁や銘のような道具の使用により

手首の屈伸が頻繁であったためかもしれない

中世鎌倉集団ならびに近世久米島集団では

試料の保存状態が良好なため、より詳細な分

析を実施した 。 年齢を 3 クラスに分け、 2 集

団を比較したところ、男女とも近世久米島集

団で有意に高年齢群が多い 。 次に、この 2 集

団を用い、変形性関節症性変化を予測因子と

し、年齢および地域、性を調整した多変量ロ

ジステ ィ ック回帰分析を行ったところ 、 加齢

変化を認めたが 、性 差 はなか った。 集団 差 と



しては、中世鎌倉集団では椎間関節の頻度が

高い (P= 0.006 )のに対し、近世久米島集団で

は股関節 (P= 0.014 )と膝関節 (P= 0.001 )で高

かった 。 炭素窒素安定同位体分析結果では

この 2 集団の栄養段階(食性)がほぼ同じで

あること、また、久米島の人々が稲作農耕で

独特の鍬を使用したという民族誌があること

から、股関節や膝関節間の頻度差は、そのよ

うな作業負荷を反映したものであると考えら

れる

今回の研究では比較的多くの試料数を有す

る古人骨集団に、臨床医学等で行われている

ロジスティク回帰分析を用いることにより

年齢、性および地域を調整して、変形性関節

症性変化の頻度を比較することができた 。 さ

らに、炭素窒素安定同位体分析の結果を基に

考察を加えて、当時の生活習慣復元に資する

ことができたと思われる


